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カメムシの飼育と応用に関する最近の話題

安 永 智 秀

岡山大学教育学部動物学研究室

はじめに

カメムシ類は､一般的な概念としては､｢くさい

ム シ､いやな虫｣のレッテルが貼 られ､昆虫類の

中でもどちらかといえば忌み嫌われている一群で

ある｡しかしなが ら､そうした ｢不快害虫｣の側

面は実のところ人間の好悪感情によるごく断片的

な一面にすぎず､実際には生態系の中できわめて

多様な位置を占める重要な昆虫のグループとしてメ
認識されるべきであろう｡

具体的には､カメムシとひと口にいっても世界

に 5万を超える種が存在 し､わが国にも 1,000種

以上が生息 している｡種数が多いばか りではなく､

生態 も多様化 し､植物に寄生するもの､他の微小

な動物を捕食するもの､キノコなどの菌類に依存

するもの､地表や樹上で排掴生活をおくるもの､

晴乳類や鳥類から吸血するものなど､さまざまな

生活様式がみられる｡そのため､人間生活との関

わ りが深いカメムシも少なか らず存在 し､重要な

農業害虫としてマークされる種や病原体を媒介す

る衛生害虫などが知られる反面､農作物や穀倉で

害虫を効率的に捕食する有益なカメムシも知 られ

ている｡こうした理由から､応用昆虫学の分野で

は､カメムシ類を飼育することは､研究や防除利

用 に欠かすことのできないプロセスであり､主要

な実験動物のひとつともいえる｡

ここでは､カメムシ類を取 り扱った応用昆虫学

分野での飼育法､防除 ･利用技術の開発に関する

最近の話題について､簡単に紹介することとした

い｡

カメムシの分類体系

カメムシ類は､動物界 においては節足動物門

(phylumArthropoda)､昆虫綱 (Classlnsecta)に
位置づけられるグループであることはいうまでも

ないが､他の昆虫群と比べていささか面倒な点が､

カメムシ類を総括する目(Order)レベルの取 り扱

いであるC半週 目(OrderHemiptera)の異麹亜 目

(suborderHeteroptera)なのか､異週 目(Order

Heteroptera)とすべきなのか､今なお研究者によ

って見解が異なっている｡最近､グループごとに

順 を追って出版されているAukemaandRieger編
の旧北区のカタログ (文献 1-3)では前者に従っ

てお り､アメリカの研究者は後者を採用する場合

が多い｡つまり､現時点ではどちらを使っても間

違いというわけではなく,各研究者の判断に委ね

られる｡

このカテゴリーにおいて､カメムシといわれる

ものがどのように分類されているかを表 1に示 し

た｡わが国に生息する 1,000種あまりが､7下目､

22上科､47科 に分類されている｡一般的によく知

られている水生昆虫であるアメンボ類､コオイム

シ科に含まれるタガメやコオイムシ､衛生害虫と

して有名な トコジラミ (いわゆる南京虫)も立派

なカメムシなのである｡｢カメムシ-くさい｣とい

う概念は､これらすべてがもっている臭腺の存在

に由来する｡幼虫時には臭腺は腹部背面に開口し､

成虫では胸部側面にある｡ここからにおいのもと

となる芳香性の液体を出すわけだが､かならずL

もくさいというわけではなく､アメンボはそのに

おいが ｢飴｣の香 りのようであることが､名前の

起源 となっている｡カメムシのにおいは忌避効果

としてだけではなく､さまざまなフェロモンとし

て働いていることもわかっている｡

カメムシは高山帯やツンドラからかな りの乾燥

地､湖沼､河川､遠洋に至るまで生息 している｡

つまり､ほとんどあらゆる生物圏には何 らかのカ

メムシが存在 しているといっても過言ではない｡

また､さまざまな側面で人間生活とも深いかかわ

りがあり､人間にとって害虫となるものも有益な

ものも存在する｡必然､人間生活に何 らかのかた

ちで関与する種は,応用面における飼育､実験対

象 として頻繁にあらわれることになる｡以下､具

体的にこうしたカメムシ類を簡単に紹介 したい｡

多岐に及ぶため､ここでは解説のみにとどめるが､

詳細については文献 (4,5)を参照されたい｡
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表 1 日本産カメムシ類の高次分類体系

InfraorderEnicocephalomorpha クビナガカメムシ下目

superfamilyEnococephaJoidea クビナガカメムシ上科

FamjlyEnicocephalidae クビナガカメムシ科

In什aorderDipsocoromo叩ha ムクゲカメムシ下目

superfam ilyDips∝oroidea ムクゲカメムシ上科

FamilyCeratocombidae オオムクゲカメムシ科

FamilyDipsocoridae ムタグカメムシ科

FamilySchizopteridae ノミカメムシ科

hfraorderNepomorpha タイコウチ下目

superfam ilyNepoidea タイコウチ上科

FamilyNepidae タイコウチ科

FamJlyBe]ostomatidae コオイムシ科

SuperfzLmilyCorixoidea ミズムシ上科

FamilyCorixJ'dae ミズムシ科

Supe血 IilyOchteroidea メミズムシ上科

FamilyOchteridae メミズムシ科

FamilyGelastocoddac アシプ トメミズムシ料

SuperfamjlyNaucoroidea コバンムシ上科

FamilyNaucoridae コバンムシ科

FamilyAphelochejridae ナべブタムシ科

SuperfamilyNotoncctoidea マツモムシ上科

Notonectidac マツモムシ科

SuperfamiLyPLeoidea マル ミズムシ上科

FamiLyPteidae マル ミズムシ科

FamilyHeJotrephidae クマ ミズムシ科

InfraorderGerromorpha アメンボ下目

SuperfamilyMcsoveloidca ミズカメムシ上科

Fami1yMesovcJiidae ミズカメムシ科

SuperfamilyHebroidea ケシミズカメムシ上科

Fami1yHebridae ケシミズカメムシ科

Supe血milyHydrometroidea イ トアメンボ上科

FamilyHydrometridae イ トアメンボ科

SuperfamHyGerroidea アメンボ上科

FamilyHermatobatidae サンゴアメンボ科

Fami)yVeliidac カタビロアメンボ科

Fami]yGerridae アメンボ科

TnfraorderLeptopodomorpha ミズギワカメムシ下目

Supe血milySaldoidea ミズギワカメムシ上科

FamilySaldidae ミズギワカメムシ科

SuperfamHyLeptopodojdea

FamilyOmaniidae サンゴカメムシ科

InhorderCimicomorpha トコジラミ下目

Supe血milyTingoidea グンバイムシ上科

F孔milyTingidae グンバイムシ科

SupeTfamilyMiroidca カス ミカメムシ上科

FamiIyMicrophysidac フタガタカメムシ科

FamilyMiridae カスミカメムシ科

SuperfamilyCimicoidea トコジラミ上科

FamilyNabidae マキバサシガメ科

FamilyAn thocoridae ハナカメムシ科

FamilyCimicidae トコジラミ科

SuperfamilyReduvioidea サシガメ上科

FamilyReduviidae サシガメ科

In舟aorderPcntatomomorpha カメムシ上科

SupcrfamilyAradoidea ヒラタカメムシ上科

FamilyArdidae ヒラタカメムシ科

SuperfamilyPicsmatoidea チビカメムシ上科

FamilyPiesmatidac チ ビカメムシ科

SuperfamilyCoreol'dea - リカメムシ上科

FamilyBerytidae イ トカメムシ上科

FamilyMalcidae メダカナガカメムシ科

FamilyLygaeidae ナガカメムシ科

FamilyLargidae オオホシカメムシ科

FamilyPyTThocoridae ホシカメムシ科

FamilyStenocephalidae ツノヘ リカメムシ科

FamilyCoreidae ヘ リカメムシ科

FamilyAlydidae クモへ リカメムシ科

FamiJyRhopalidac ヒメヘ リカメムシ科

Super血nilyPentatomoidea カメムシ上科

Fami1yUrostylididae クヌギカメムシ科

Fam ilyPlataspididae マルカメムシ科

FamilyCydmidae ツチカメムシ科

Fami7ySctJtelleridae キンカメムシ科

Fam ilyDinidoridac ノコギリ.カメムシ科

Fami1yPentatomidae カメムシ科′
FamilyAcanthosomatidae ツノカメムシ科

害虫としてのカメムシ類

1.不快害虫

秋から冬にかけて､とくにこの間題は顕在化する｡

これは成虫越冬をするカメムシが家屋に侵入する

ことが原因となる場合が多い｡自然条件下では､

本来､森林の落ち葉や木の幹､枝などに集合して

冬の寒さをしのぐものが､たまたま発生地付近に

人家や小屋などが存在すると､そちらに入り込む

わけである｡カメムシにとってもより楽に冬を越

せる場所を選好するものと思われる｡よく苦情が

寄せられる種として､クサギカメムシ､スコット

カメムシ (カメムシ科)やマルカメムシ (マルカ

メムシ科)が多い｡これらは集団越冬するので､

侵入された家庭にとっては大変な脅威となること
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もしばしばだ｡

ひとたび侵入を許すと物理的に排除するより手

段がないため､これらを防ぐためには､越冬場所

を求めて飛びまわる秋期,隙間をつくらない､窓

を開けないなどの工夫が要る｡薬剤メーカーでは､

寄 りつけないような忌避剤や即効性のある殺虫剤

の開発のため､大量のカメムシを飼育して試験に

供している｡

2.衛生害虫

主要な衛生害虫としては人血を吸収するカメム

シ類があてはまる｡わが国でもっとも有名であっ

たのが トコジラミ (南京虫)であるが､戦後の近

代化に伴い激減し､現在では幸か不幸かほとんど

その姿を見ることはできなくなった｡発展途上国

ではまだ少なくないと思われるが､今のところ重

篤な疾病を媒介しないとされているので､日本で

もわずかな研究機関で飼育されているだけである｡

一方､中 ･南米を中心に､重要な衛生害虫とし

てのカメムシが知られる｡これらは Trjalomaと

その近縁なグループに含まれる複数の種で､シャ

ガス病(Chagas)を媒介し､おそれられており､多

くの研究機関で飼育され､防除に関する試験研究

が行われている｡日本でもいくつかのメーカーが

防除技術開発に向けて飼育している｡

3.農業害虫

世界的にみても､害虫としてのカメムシの最た

る側面は､この範暗にあるといえる｡科レベルで

いうとカスミカメムシ科､グンバイムシ科､ナガ

カメムシ科､ヘリカメムシ科､クモへリカメムシ

科､カメムシ科がその大多数を占める｡これらの

多くが植物に寄生するため､農作物を加害するも

のも少なからず存在することになる｡たいていの

農作物には何 らかのカメムシが関与しており､こ

れらの防除は農業現場における重要なプロセスの

ひとつといえる｡

最近.わが国で大きくクローズアップされてい

るのが斑点米被害である｡イネの腫乳部が出穂期

から登熟期にかけてカメムシに吸収されると､収

穫後脱穀すると黒い斑点が痕跡として残ってしま

うのである｡これが混入すると等級が急降下する

ため､稲作農家にとっては大変な被害となる｡こ

れには多数のカメムシ種が関与しており､地域に

よっても加害種が異なるため､目下各地の国公立

試験研究機関では盛んに飼育､接種試験が行われ､

被害抑止に向けた研究に余念がない｡

有益なカメムシ

ー股にカメムシは上記のような側面から､悪者

のようなイメージがつきまとう｡しかしながら､

カメムシ類はさまざまな場面で利用されているこ

とも忘れてはならないだろう｡タガメなどは東南

アジアでは直接食材となったり､スパイスとして

利用されてもいる｡また､一部の香水にはカメム

シの芳香成分が使われているそうである｡もっと

も､こうした例は一般的なものではない｡わが国

において有効利用されている例は､主として以下

のようなものがある｡

1.天敵としての利用

農作物の害虫を捕食するカメムシはかなり以前

から知られ､欧米諸国では早くから利用技術を開

発しているCつまり､天敵昆虫によって害虫を退

治するという防除技術 (生物的防除法)は､化学

農薬の使用を軽減する ｢環境にやさしい｣方法と

して注目されている｡

わが国でもここ数年間､多くの研究機関でこれ

に関する研究が推進されているが､すでに大量増

殖技術が開発され､いくつかのメーカーで販売さ

れている有名なものにヒメハナカメムシ類 (ハナ

カメムシ科)がある｡このグループの各種はいず

れも体長 2mmはどの小さなカメムシであるが､ア

ザミウマ､アブラムシ､ハダニといった薬剤抵抗

性の高い難防除害虫を効率的に捕食する天敵であ

る｡

このような有効性を秘めたカメムシは少なくな

く､ヨトウムシ (鱗麹類の幼虫)を捕食するクチ

ブトカメムシ類 (カメムシ科)､水稲の重要害虫で

あるウンカやヨコバイの卵を吸収するカタグロミ

ドリカスミカメ､ムナグロキイロカスミカメ (カ

スミカメムシ科)なども､とくに西日本の試験研

究機関では､主要な研究対象となっている｡

2.環境指標生物

環境の自然度を示す尺度､すなわち環境指標生

物として､さまざまな昆虫が知られるが､カメム

シの中にも､こうしたものが存在する｡代表的な

ものは､タガメ､タイコウチ､コオイムシ､ミズ

カマキリ､アメンボといった､一般にもよく知ら

れる水中で生活する仲間である｡これらの生息は

環境や水質の良し悪Lに影響されるため､具象的

な環境指標となりうる｡このような理由もあって､

水生カメムシ類の中には環境省をはじめ､都道府

県レベルで発行されている RDB(レッドデータブ

ック)にも頻繁に現れる｡とりわけタガメは絶滅

危倶種としてランクされるほど数が少なくなって

おり､本種が分布している河川や沼沢は､貴重な

環境と位置づけることができるのである｡

一方､陸生カメムシ類においても､特定の植物

種とつながりの深いグループでは､その分布があ

る希少な植物や天然林に近い環境の存在を示唆す

るものがあり､今後の環境指標生物としての利用

が期待される｡

3.救育現場での利用

カメムシ類は不快害虫としての側面が大きいた



25
め､あまり初等教育では利用されない向きがある｡

アメンボなどの水生カメムシは､小学校でも飼わ

れていることはあるが､これ らがカメムシの仲間

であることを教師も児童も知 らない場合がある｡

専門的な研究対象として利用されるのは､やは

り大学以上の高等教育機関に限られてしまうこと

になるが､生態系の中でもきわめて多様な位置を

占めるカメムシ類は､分類学､生態学､生理学等々､

広範な分野における興味深い材料といえるC

おわ Uに

以上は､カメムシのごくさわ りの部分の紹介で

ある｡ここでは､人間生活との関連を中心に､飼

育 ･実験対象の側面のみから述べさせていただい

たにすぎない｡実のところ､カメムシといっても

まだまだ判らないこと､解明されていない部分が

大変多く残されてお り,今後さらなる教育 ･研究

機関において､さまざまな側面か らアプローチさ

れ､カメムシが一般的にも市民権を得ることを望

みたい｡
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